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１．概要 

本研究では、液体微粒化の体系化に向け、気流による単一液滴微粒化の定式化を目指し、以下の式を得た。 

２．微粒化開始時間 

 バックライト撮影による単一液滴の射影から、軸対称を仮定することで親液滴体積を算出し、射影から換

算される親液滴体積が初期親液滴体積から大きく変化する時刻を微粒化開始時間と定義した。Weber 数をパラ

メータとした実験結果から、微粒化開始時間 
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を得た。 

３．微粒化完了時間 

 微粒化時系列画像のアンサンブル平均輝度値分布において、低輝度領域速度の経時変化に注目した。親液

滴がフラグメントよりも十分に大きい場合、親液滴は数ピクセルの低輝度領域となるが、親液滴がフラグメ

ントスケールまで小さくなる場合には、輝度から親液滴を特定することは不可能になり、低輝度領域の速度

は不規則となる。この低輝度領域速度変化の特徴から微粒化完了時間を定義し、Weber 数をパラメータとした

実験結果から微粒化完了時間 
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を得た。さらに、微粒化完了までに親液滴が移流する距離 xdisは 
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により与えられる。これらの式から、微粒化完了時間と距離は Weber 数に依存しないことがわかった。 

４．粒径分布 

 シャドウサイジング法により得られた粒子の 2 次元投影画像から、粒子の直径と 3 次元座標の同定法を開

発し、単一液滴微粒化によるフラグメントサイズを測定した。Weber 数をパラメータとした実験結果に対する

データ科学的分析の結果、平均粒子径 dμlと標準偏差 dσl 
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を得た。 

 

［成果］ 
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国際学会発表：2 件；ICLASS2021（2 件） 

論文発表：掲載済 1 報（Physics of Fluids, 2022）、投稿中 1 報（IJMF） 
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